
災害資料アーカイブ機関連携メーリングリスト規約 

令和８年 8月 17日 

第1条 （目的） 
この規約は、防災科学技術研究所 自然災害情報室が運用する「災害資料アーカイブ機関連携メーリングリスト」（以
下「本ML」という。）の運営に関し必要な事項を定める。 
本MLは、災害・防災に関する資料の収集、整理、保存、活用等に取り組む機関の相互連携を主たる目的とし、各機
関が保有する地域の災害資料の価値を、全国的な防災知の蓄積と継承の一部として位置付け、地域ごとに蓄積され
た記録を、災害対応の振り返り、防災教育及び教訓抽出に活かせる共有財へと高めていくことを目指す。 
あわせて、資料保存の技術、イベント事例、被災館（被災地）支援に関する報告、収集方針に関する相談など日常
的な実務に即した情報や、各機関の現場における課題及び工夫を共有し、アーカイブ活用のアイディアを深め、互いのリ
ソースを補完し合える、緩やかにつながるネットワークの構築を目的とする。
本 MLは機関相互の連携を基盤とし、担当者の異動を超えて連携を継続・充実させることを重視する。

第2条 （事務局） 
本 ML の事務局は、防災科学技術研究所 自然災害情報室（以下「事務局」という。）とし、茨城県つくば市天王
台３-１に置く。事務局は本ML のホストとして、その運用、参加審査、登録管理その他の運営に関する事務を行う。 

第3条 （参加資格） 
本 ML には、次の各号のいずれかに該当し、事務局が審査のうえ承認した者が参加できる。 
(1) 災害・防災に関する資料の収集、整理、保存、活用等に取り組む機関（図書館・文書館・博物館・大学等）
(2) 前号に準ずる活動を行う、公的な法人格を有する団体（NPO法人・一般社団法人等）
(3) 第３条第１項第１号、第２号に掲げる機関又は団体を通じた参加が困難な専門家等であって、本 ML の目的

に照らし参加が適当と事務局が特に認めた個人
２ 個人としての参加は例外的な取扱いとし、機関及び団体としての参加を原則とする。 

第4条 （審査基準） 
事務局は、参加の承認にあたり次の各号を総合的に審査する。 
(1) 本 MLの目的及び対象とする実務との関連性
(2) 災害・防災に関する資料分野における専門性又は実績
(3) 本 MLの目的への寄与が見込まれること
(4) 身元及び所属が明確であること
２ 個人については、前項に加え、第３条第１項第３号に定める例外的参加に該当することを審査する。

第5条 （参加登録、承認及び変更の手続き） 
参加を希望する者は、登録を希望するメールアドレスその他事務局が定める事項を事務局へ連絡する。 
２ 事務局は、前条の基準に基づき審査のうえ、参加の可否を決定し、承認した場合に登録する。事務局は参加を承



認しないことができるものとし、その理由は原則として通知しない。 
３ 機関又は団体として登録する場合は、機関のアドレス又はアーカイブ担当者専用のアドレスを使用する。機関及び
団体の登録は当該機関又は団体に帰属し、担当者の交代に際しては、本 ML に関する引継ぎを確実に行うものとす
る。 
４ 個人として登録する場合は、その登録は当該個人に帰属するものとし、身元及び所属が明確であって、日常的に
使用するメールアドレス（原則として事務局が認めたものに限る。）を使用する。 
５ 登録した事項に変更が生じた場合は、速やかに事務局へ連絡しなければならない。 
 
第6条 （登録の更新） 
登録は、年度ごとに更新する。事務局は各年度、参加者に対し、参加継続の意思並びに連絡先及び所属・資格の有
効性の確認を求め、参加者はこれに応じるものとする。 
２ 個人については、前項の確認に際し、当該年度における本 ML 上の活動実績（情報発信等）を併せて確認する。
活動が乏しく、承認の前提を欠くと認められる場合は、第 10条により取り扱う。 
３ 機関及び団体については、受信のみによる参加を妨げない。 
 
第7条 （遵守事項） 
参加者は、本 ML の利用にあたり次の事項を遵守する。 
(1) 他の参加者からの問い合わせや相談に対し、可能な限り回答及び協力を行うよう努める。 
(2) 災害・防災に関連のない営業活動、勧誘等、営利を目的とした投稿をしてはならない。 
(3) 公序良俗やマナーに反する行為、迷惑行為、その他本 ML の秩序を乱す恐れのある行為をしてはならない。 
(4) 本 MLでの投稿内容が所属機関・団体の公式見解を表すものではないことを承認する。 
 
第8条 （守秘義務） 
参加者及び本 ML を退会した者、登録を抹消された者は、本 ML を通じて知り得た情報のうち、被災館（被災地）
支援に関する報告、収集方針に関する相談その他外部への非公開を前提として共有された情報について、発信者の
承諾なく、本 MLの目的の範囲を超えて二次利用及び本ML の参加者以外の第三者へ転送・開示してはならない。 
 
第9条 （個人情報の取り扱い） 
事務局は、本 ML の運用にあたり取得した参加者の個人情報（メールアドレス、所属、氏名等）について、防災科学
技術研究所の個人情報保護方針に基づき適正に管理し、本 ML の運営および連絡以外の目的には一切使用しない。 
 
第10条 （退会及び登録の抹消） 
参加者が本 MLからの退会を希望する場合は、事務局へその旨を連絡する。 
２ 事務局は、参加者の行為が第７条第１項第２号若しくは第３号、又は第８条の違反行為に該当すると判断し
た場合、事前の通告なく、当該メールアドレスを配信対象外とする措置（登録の抹消）を講じることができる。 
３ 事務局は、次の各号のいずれかに該当する場合、事前に通告のうえ、登録を抹消することができる。 
(1) 機関又は団体において担当者の交代に係る引継ぎが行われず、本 ML との連携が継続されないとき。 
(2) 個人については、本 ML において１年間投稿及び応答がいずれもないとき、又は承認の前提となった事由（専門



性、所属、活動実績等）を欠くに至ったとき。 
(3) 登録アドレスへの配信が継続して不達となったとき、又は事務局による連絡に対し２か月以上応答がないとき。 
 
第11条 （免責事項） 
本 ML を通じて参加者間で共有、発信された情報の内容、および情報の利用によって生じた一切の不利益や損害につ
いて、事務局はその責任を負わないものとする。 
 
第12条 （規約への同意） 
本 MLへの参加をもって、参加者は本規約の内容に同意したものとみなす。 
 
第13条 （改廃） 
この規約の改廃は、施行後事務局が行う。事務局は、改廃を行ったときは、本 ML を通じて参加者に周知する。 
 
第14条 （その他） 
この規約に定めるもののほか、本 MLの運営に関し必要な事項は、事務局が別に定める。 
 
附則 
１ この規約は、令和８年 8月 17日に制定し、令和８年 9月 1日から施行する。 
２ この規約の施行の際、現に本 ML に参加している者は、本規約により登録されたものとみなす。これらの者に係る最
初の登録の更新は、施行後最初に到来する年度の更新時に行う。 
 
 
＜関連情報・お問い合わせ先＞ 
自然災害情報室Web サイト内のコンテンツ「災害資料アーカイブ機関の連携」をご参照ください。 




